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１.物流業界における交通事故の現状
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トラックの事故と対策

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

高速で９台事故、１人死亡
渋滞にトラック突っ込む
現場は片側２車線のインターチェンジ近くで
渋滞していたところに、大型トラックが突っ込んだ

インターチェンジ付近で
トラックなど６台が事故

大型トラックが軽乗用車に何らかの原因で追突し
この影響で計６台が玉突き事故を起した

運転手「出口間違えた」
インターチェンジ手前の舗装工事現場に大型トラックが
突っ込み、作業中の作業員がはねられて死亡、運転手と
男性作業員４人が頭の骨を折るなどして重軽傷を負った
事故の弾みで、大型トラックの積み荷などが国道に落下
乗用車４台が積み荷に乗り上げるなどして男女３人が
けがをした

厳格な運行管理
安全運転講習会
ドライバ健康管理
厳格な運行前点検
先進安全技術の導入

安全装備の義務化
先進安全技術
疲労低減装置

運送事業者様

行政処分
車両使用停止

法規・メーカ

対 策

物流業界における交通事故の現状1
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ASV(先進安全自動車)推進、及び義務化

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

◆衝突被害軽減ブレーキの効果
大型トラックでは衝突速度を20km/h下げることにより、被追突車両の乗員の死亡件数を約9割※減らすことが可能と推計されています。
※危険認知速度別衝突被害軽減ブレーキによる死亡事故件数の低減見込み

◆大型トラックの事故の状況と追突事故の死亡事故率

◆衝突被害軽減ブレーキの概要 ◆ASV装着義務化（被害軽減ブレーキ、車両安定制御装置、車線逸脱警報装置）
平成29年度(2017年)より、車両総重量毎に装着が義務化

物流業界における交通事故の現状1

5

出展：国土交通省

出展：国土交通省
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左折巻き込み事故に向けた課題と現状

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

物流業界における交通事故の現状1

事業用大型トラックが第一当事者となる交差点における対歩行者、対自転車の死亡事故(59件)は、追突事故の(31件)の1.9倍
直進死亡事故は、約60%が対歩行者(11件)であり、対歩行者の50%以上が中型車
左折死亡事故は、約70%が対自転車(17件)であり、対自転車の80%以上が大型車
右折死亡事故は、90%以上が対歩行者(14件)であり、対歩行者の約40%が準中型車
これらの交差点事故の抑制が、全体の死亡事故を大きく抑制する事になる

出展：公益社団法人 全日本トラック協会
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貨物車の死亡事故推移

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日
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物流業界における交通事故の現状1
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出展：警察庁
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２.重大事故抑制への対応
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大型トラック スーパーグレートの先進安全技術、及び高度運転支援技術について
被害軽減ブレーキ アクティブ・ブレーキ・アシスト 高度運転支援 アクティブ・ドライブ・アシスト

ドライバー異常時対応システム 側方障害物警報装置

カメラとミリ波レーダーを
融合させる事により、よ
り精度の高いコントロー
ルを実現でき、衝突回
避の確立を上げた

ブレーキ・アクセルとステ
アリングの操作をサポー
トし、レベル2の運転
支援機能を実現

車線維持機能中にド
ライバー異常を検知し
た場合、同一車線内
に車両を減速、停車さ
せます

従来のアクティブ・サイ
ドガード・アシストのラ
ンプと警報音による警
告に加え、被害軽減
ブレーキ機能を追加

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日
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衝突被害軽減ブレーキ：アクティブ・ブレーキ・アシスト6 “ABA6”

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

多機能カメラ

ミリ波レーダー

• ミリ波レーダーに加えてフロントガラスに搭載した多機能
カメラとの組み合わせにより、車両前方の障害物をより
精度良く検知

• 検知精度が向上し、横断歩行者に加え、静止歩行者
の検出も可能

• ハードウェア、ソフトウェアの改良により、障害物の検出
• 精度の向上、及び、ECU間の通信高速化による反応

速度の向上により、道路上多くのシチュエーションに対応

法規実施時期 自車速度 対象車両 対象車両
の速度

技術要件 ABA６

2019年11月1日
義務化（R131
GVW>22トン技術
要件）

80km/h 静止車両 0km/h 20km/h低減 〇

走行車両 12km/h 衝突なし 〇

歩行者* - - 〇

＊：対歩行者は技術要件に無いため、参考記載

重大事故抑制の対応2
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自動運転のレベル定義

11

車間距離保持機能付きオートクルーズ
＋

レーンキープ機能(車線逸脱防止)
＋

運転手異常時車線維持自動停止機能

自動運転のレベル定義
重大事故抑制の対応2

出展：国土交通省

高度運転支援
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日本国内 2012年～2016年 大型貨物 (GVW >11t ) 

48%

4%
12%

出会い頭等

正面衝突等
その他

0 死亡事故

事故類型の分類
レベル2が関連
開発中のシステムが関連
将来システムが関連

ITARDA (2016). “Fatality Accidents”

死亡事故件数
1,071

(2012-2016)

レベル２の高度運転支援技術導入により
国内の大型トラックが関係する、死亡事故の減少が期待できる

7%

24%

5%

工作物衝突等
追突等

すれ違い等

レベル2のシステムで軽減可能な事故

12

死亡事故の約36%の抑制

重大事故抑制の対応2

出展：公益財団法人 交通事項総合分析センター
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高度運転支援機能レベル2 「アクティブ・ドライブ・アシスト」

機能

• アクティブ・ドライブ・アシストは、高精度レーダーと前方認識カメラからの情報を
組み合わせて道路と車線の情報を分析し、車線維持制御を実現

• レーンキープ機能はアクティブ・ドライブ・アシストで走行中、カメラで車線を認識し
ステアリングを制御することで、車両を車線内に維持するようにドライバーをサポート

• ドライバーがシステムに過度に頼っていないか、ハンドルに手を添えているかどうかを
検知し、30秒以上の手放しで警報を発し、60秒以上手放しで機能を停止する

• 車線逸脱抑制機能は車線逸脱警報を発展した機能で、60km/h以上で走行
中にドライバーの意図しない車線逸脱に対して、車両を車線内に戻す機能

概要

• 全速度域対応プロキシミティー・コントロール・アシスト（車間距離保持機能、停止
機能付オートクルーズ）を進化させ、電動モーター付油圧式パワーステアリングを
採用しアクセル・ブレーキ・ステアリングを制御、車線維持の車両制御を加えることに
よって、レベル2の運転支援機能を量産トラックとして日本で初めて導入

車線逸脱防止（LDP)

技術

• レーダ：車間距離を把握
• カメラ：車線を認識
• 電動モーター付油圧式パワーステアリング：ステアリング操作を補助

レーンキープ機能（LK）

0 km/h ~ 60 km/h ~ 

車線幅:3.2m～4.4m

多機能カメラ

油圧系統
電気系統

ステアリング
ホイール

トルク/角度
センサ

ウォームギヤ

油圧式パワー
ステアリングギヤ
（ボールナット式）

電動モータ

パワーステアリング
タンク

パワーステアリング
ポンプ

コントローラー

コントローラー

車線を認識

VDRU

ステアリング操作を指示

車幅の広い大型トラックでは車線幅に対して余裕が少なくステアリングのこまめな操作が必要、ドライバーの負担、疲労軽減に大きく貢献

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 13
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進化した高度運転支援機能「アクティブ・ドライブ・アシスト2」

15
秒後

30~50
秒後

55~59
秒後

60
秒後

モニター警告
（音の警告
なし）

5秒ごとに音
による警告

1秒ごとに音
による警告

ステアリング
操作が検知
されるまでよ
り大きな音で
警告

同一車線内

アクティブ・ドライブ・アシストに、ドライバー異常時対応 エマージェンシー・ストップ・アシスト 機能を追加し安全性を向上
車線維持機能動作中にステアリングホイールから手を放したままの状態が60秒間継続すると、ドライバーが安全に運転操作
を継続できないとシステムが判断し、車両を同一車線内に維持しながら減速して車両を停車させる
機能作動時は車外への報知として、ハザードランプの点滅、ヘッドランプ、ストップランプの点灯、及びホーンが吹鳴する

報知タイミングチャート

ドライバーへの報知

車外への報知

【作動条件】 車線幅 3.2~4.4ｍ

車速

レーンキープ
全速度域
車線逸脱防止
60km/h以上

ドライバーが体調急変などで運転操作ができなくなった場合に車両を車線内で安全に停止、重大な交通事故のリスクを低減

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 14
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側方障害物警報装置：アクティブ・サイドガード・アシスト2.0

左折巻込み死亡事故の約90%を占める大型トラック、左折時の警報と被害軽減ブレーキで重大事故の被害を低減

側方従来のアクティブ・サイドガード・アシストのランプと警報音による警告に加え、被害軽減ブレーキ機能を追加
移動している歩行者や自転車に対して、警報にもかかわらず左折ステアリング操作をし、衝突の危険がある場合に
システムが被害軽減ブレーキを作動して車両を減速・停止させることで衝突時の被害軽減を図る（車速20km/h以下）

アクセルを踏み込むことで、被害軽減ブレーキ機能を解除

被害軽減ブレーキ機能により停止後、メーターにメッセージが表示されブレーキ保持機能が作動、その後通常のアクセル
操作により発進可能

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 15



Daimler Truck Asia 東北運輸局様 『令和5年自動車事故防止セミナー』先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラッ
ク・バス株式会社 | 2023年11月15日
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更なる高度運転支援技術
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側方障害物警報の高性能化：アクティブ・サイドガード・アシスト2.0

左折巻込み死亡事故の約90%を占める大型トラック、左折時の警報と被害軽減ブレーキで重大事故の被害を低減

従来の左側（助手席側）障害物の警報、警告、被害軽減ブレーキに加え、右側（運転席側）障害物検知による
警報、警告を追加。多車線走行時の車線変更や右折時の障害物を検知します
側方衝突警報装置（BSIS）に関わる協定規則第151号に適合します

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 18

車線変更時の警報

新型スーパーグレートで運転席側の機能追加

右左折時の警報

新型スーパーグレートで右折時の機能追加

左折時の被害軽減ブレーキ

移動している歩行者、自転車を検知
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発進時障害物警告システムの早期導入：
フロント・ブラインドスポット・インフォメーション・システム

横断歩道等での停止後の発進時の車両直前の歩行者や自転車の見落としを防止し、人身事故の抑制に役立ちます

車両前方に接近する歩行者や自転車を検知し、発進時の衝突を回避するのに役立ちます。
自動車の国際基準調和 UN-R159 Moving off Information Systemの先行導入

重大事故抑制の対応2

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 19

情報信号

衝突警告信号

システム機能:
▪ 車両前部に近接した歩行者や自転車の存在の検出
▪ 歩行者や自転車の存在をドライバーにランプと警報音で注意喚起



Daimler Truck Asia 東北運輸局様 『令和5年自動車事故防止セミナー』先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラッ
ク・バス株式会社 | 2023年11月15日
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リヤボディーの安全装備
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大型トラックの後退は危険な作業の一つ、車両後方の死角となる場所に存在する
静止または動いている障害物を検知して後退時の事故リスクを軽減

平成28年全日本トラック協会 事業用貨物自動車の交通事故の事
故事例と傾向より抜粋

平成2７に事業用トラックが第一当
事者となった交通事故（小中大）
件数の統計で物損事故は除く。

後退時衝突による人身事故が
591件/年発生
車対車の物損や単独の物損を
含めると大型だけでも相当数の
後退時事故リスク軽減に貢献

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日 22

重大事故抑制の対応2
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完成車に後退時の自動ブレーキを搭載
車両後方の障害物を超音波センサーで検知し、安全な後退を支援

超音波センサーは、①下部３個仕様②５個仕
様（下部３個＋上部２個）を選択可能です
施設軒先、屋根等の検知によるバン架装損傷
を検知、回避可能です

自動ブレーキを作動させる距離は、
概ね１ｍと初期設定されておりま
す。設定は0.5～2mまでの範囲
で専用tool設定可能です。自動
ブレーキ動作は3秒間継続します。
その後の後退時は再度ブレーキは
作動しませんので、ご注意ください

超音波センサーにより、後退時の障害物との距離を
検知することにより、衝突を回避。また、対象物への
幅寄せをアシストすることが可能な、安全・省力なシ
ステムです
ギヤがリバースでシステムが起動、障害物への距離
が約３ｍになると車内のモニタにてLED表示と
ブザー音にてドライバーへ警告します

センサー5個例
① 超音波センサーでセンシング ② 障害物までの距離を計測 ③ 設定距離で自動ブレーキ

約1m
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重大事故抑制の対応2
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大型トラックにおいても、乗用車と同様なアラウンドビューモニターもラインナップされ
ドライバーの死角をサポート、事故の抑制に貢献

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

重大事故抑制の対応2
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３.将来に向けた
先進安全技術・高度運転支援技術
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究極の事故抑制＝自動運転について
将来に向けた先進安全＆高度運転支援3

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日
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自動運転化に向けたロードマップ(物流サービス)

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日

トラックの隊列走行について、2021 年度から後続車有人隊列走行システムの商業化を開始するとともにより高度な車群維持機能を
付加した発展型を開発し、2023 年以降の商業化を目指す。
加えて、2025年度以降の高速道路におけるレベル４自動運転トラックの実現を目指し、高性能トラックの運行管理システムに
ついて検討を行う ◆自動運転未来予想図

将来に向けた先進安全＆高度運転支援3

出展：国土交通省
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ダイムラートラック社は、レベル4の自動運転実用化に向け、公道テストを実施中

ダイムラートラック社は、2019年9月9日より自動運転トラックの公道走行テストを米国で開始し、レベル4の自動運転トラックの
早期実用化を目指します
現代社会では、より安全な運行と、より持続可能な輸送ソリューションへの要望が高まっており、レベル4の自動運転トラックが
そのニーズに応えることができると考え、自動運転技術を手がけるトルク・ロボティクス社を買収し、自動運転トラックの公道走行
テストを米国バージニア州の高速道路で開始、レベル4実現に向けた開発ステップでは、まったく新しいレベルのデータ量が必要で
データ処理の品質に対する要求も非常に高く、レーダー、カメラ、ライダーという3つの異なる技術的アプローチを基本に、トルク・
ロボティクスの技術を導入しながら、レベル4の自動運転トラックの実用化を目指しています
また、レベル4開発に向けては、2019年から合計5億ユーロ（約620億円）を投資し、欧州や米国、日本を拠点に研究開発
を行う「Autonomous Technology Group」を設立し、トルク・ロボティクス社やウェイモ社と提携するなど、パートナーシップも継
続し、実用化に向けて開発を推進しています

将来に向けた先進安全＆高度運転支援3

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日
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ダイムラートラック社の自動運転レベル4への活動について
2015 2019 2020 2021 2022

世界初の公的に認可された
自動運転トラック「フレイト
ライナー・インスピレーション」を
発表

フレイトライナー・カスケディ
アへ、最新の改良を加え、
米国初のSAE自動運転
レベル2量産型車を導入

自動運転技術を持つトルク・
ロボティクスを買収し、SAE
自動運転レベル4に向けた
トラックの開発を促進

自動運転に向けたグローバル組織として
自動運転技術グループを設立し自動
運転のロードマップを構築

ダイムラートラック社と
トルク・ロボティクスがSAE
自動運転レベル4技術の
開発および、テストを
公道で開始

高度安全機能や空力ソリューションを
導入したフレイトライナー・カスケディアの
生産を開始、お客様により安全で省燃費な
車両を提供

トルクはダイムラートラック
北アメリカ社で開発された
試験車を使用して
自動運転の試験を拡大

トルク・ロボティクスが、既存の
物流企業とのコラボを促進
するため、自動運転諮問
委員会を発表

ダイムラートラック社とトルクが
LiDAR（ライダー）の
技術を持つルミナ―社と
戦略的パートナーシップを締結

ダイムラートラック社とウェイモは
戦略的パートナーシップを結び
SAE運転レベル4技術の技術
開発を加速

トルク・ロボテックスが自動運
転トラック輸送に関して大手
物流企業とコラボ

ダイムラートラック社は自動
運転に最も必要なバック
アップシステム構造の目標
を設定

将来に向けた先進安全＆高度運転支援3

東北運輸局様 『令和5年度 自動車事故防止セミナー』 先進安全技術、及び高度運転支援技術による事故抑制について | 三菱ふそうトラック・バス株式会社 | 2023年11月15日
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ご清聴ありがとうございました
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